
 

 

 

 

三芳町まちづく り 懇話会 
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令和８ 年度 

（ 令和８ 年９ 月）  
 



１ ． まちづく り 懇話会 概要報告 

住民の皆さ んの声を 町の政策形成に反映さ せるため、各行政連絡区のご協力のも と 、まち

づく り 懇話会を開催し まし た。 今年度は、行政連絡区毎に集会所にて開催し 、 ５ 日間合計で

２ ０ ０ 人以上の方にご出席いただき まし た。今年度は町から の情報発信と し て「 子ども にや

さ し いまちづく り の取組」、「 藤久保地域拠点施設整備」 等について町長より 説明をし まし た。 

その後の意見交換の時間には、会場から 活発なご意見やご質問をいただき まし た。いただ

いたご意見は、 今後のまちづく り へ活かし 、 町の政策形成に反映し てまいり ます。  

 

開催日 開催時間 行政連絡区 開催場所 
参加者数 

（ 人）  

６ 月 

２ ０ 日 

（ 土）   

10： 00～11： 30 竹間沢第１ 区 竹間沢第１ 区集会所 ２ ０  

13： 00～14： 30 北永井第３ 区 北永井第３ 区第１ 集会所 ２ ０  

15： 30～17： 00 みよし 台第１ 区 みよし 台第１ 区集会所 ２ ５  

18： 00～19： 30 藤久保第２ 区 藤久保第２ 区集会所 ２ ４  

２ １ 日 

（ 日）   

10： 00～11： 30 上富第３ 区 上富第３ 区第１ 集会所 １ １  

13： 00～14： 30 藤久保第３ 区 藤久保第３ 区第１ 集会所 ２ ０  

15： 30～17： 00 藤久保第４ 区 藤久保第４ 区第１ 集会所  １ ６  

２ ７ 日 

（ 土）  

13： 00～14： 30 藤久保第５ 区 藤久保第５ 区第２ 集会所 ８  

15： 30～17： 00 上富第１ 区 上富第１ 区集会所 １ ５  

18： 00～19： 30 上富第２ 区 農業センタ ー １ ０  

２ ８ 日 

（ 日）  

10： 00～11： 30 藤久保第６ 区 藤久保第６ 区集会所 １ ２  

13： 00～14： 30 北永井第２ 区 北永井第２ 区集会所 １ １  

15： 30～17： 00 北永井第１ 区 北永井第１ 区集会所 ３ ６  

７ 月 ４ 日 

( 土)  
10： 00～11： 30 藤久保第１ 区 藤久保第１ 区第２ 集会所 １ ３  

参加者数合計 ２ ４ １  

一会場あたり の平均 １ ７  



２ ． まちづく り 懇話会 当日意見・ 質問 

まち づく り 懇話会当日に住民の皆さ んから いただいたご意見やご質問については、 以下

のと おり と なり ます。  

 

分野別意見割合 

分 野 意見数 割合 

道路 ２ ９  ２ ４ . ０ ％ 

自治・ 防犯・ 防災 ２ ３  １ ９ . ０ ％ 

都市計画 １ ２  ９ . ９ ％ 

まちづく り 全般 １ １  ９ . １ ％ 

環境 １ １  ９ . １ ％ 

教育・ 文化 ８  ６ . ６ ％ 

小学校跡地利用 ７  ５ . ８ ％ 

拠点施設 ６  ５ . ０ ％ 

公共交通 ５  ４ . １ ％ 

道の駅 ５  ４ . １ ％ 

健康・ 福祉 ４  ３ . ３ ％ 

合計 １ ２ １  １ ０ ０ . ０ ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



番号 テーマ 行政連絡区 ご意見・ ご質問 町の見解

1 まちづく り 全般 竹間沢第1区
三芳町では国際交流やCFCI など、 新し い取組に注力をし ている。 町の人口が減少する
中、 町と し て検討し ている移住促進策を教えてほし い。

三芳町は東京から 30km圏内であり ながら 、 緑が豊かなこ と が魅力です。
長年、 20代後半から 40代の子育て世帯も 多数移住し ています。 「 ルミ ナみよし 」 と いっ た新し
い施設の整備に加え、 CFCI や国際交流など、 ソ フ ト 面でも 子ども たちが成長でき る機会の創出
にも 注力し 、 引き 続き 新し い取組についても し っ かり と 情報を発信し てまいり ます。

2 道路 竹間沢第1区

スーパーマーケッ ト から 唐沢小学校へ向かう 都市計画道路の整備を進めていただいてい
るが、 唐沢小学校あたり の交差点において、 一部着工し ていない未整備の部分が見受け
ら れる。 周辺道路の安全性や利便性にも 関わるため、 現在の土地取得状況などの進捗
や、 今後の見通し について教えてほし い。

ご質問の未着工区間( 約400m) の道路築造工事については、 令和8年9月に工事契約を締結予定で
あり 、 令和9年度末までの工事完成を 目指し て整備を進めてまいり ます。

3 自治・ 防犯・ 防災 竹間沢第1区

ト ク リ ュ ウを筆頭に最近、 凶悪犯罪が増加し ている。 対策と し て、 町と し て防犯のまち
づく り を進めていく こ と をアピールするこ と が重要であると 考える。 事業者にも 費用の
半額を補助し て防犯のまちづく り 宣言や設置カ メ ラ 台数等を対外的にアピールすると 犯
罪の抑止にも つながる。

2市1町で東入間警察署と 連携し 、 防犯のまちづく り を進めています。
青色パト ロールにも 取り 組むほか、 防犯カ メ ラ 等の補助を 対象と し た三芳町住宅防犯対策補助
金を昨年度より 導入し まし た。 学校や公園、 集会所についても 地域の方のご要望を聞き なが
ら 、 順次設置を し ています。 ご質問を受け、 取り 組みを対外的に発信するこ と は重要であると
感じ たため、 担当課と も 協議を 進めてまいり ます。

4 自治・ 防犯・ 防災 竹間沢第1区

みずほ台住宅の行政連絡区加入率が1/4程度と なっ た。 三芳町全体の加入率も 減少し てい
ると 聞いている。 し かし ながら 、 行政連絡区が地域コ ミ ュ ニティ の形成において非常に
重要であると 考える。 行政連絡区でも 若者の加入促進策を検討し ているが、 う まく いっ
ていない。 若者が地域活動へ目を向ける施策を 検討し てほし い。

町と し ても 地域コ ミ ュ ニティ の活性化は重要だと 考えており 、 その中で、 地域コ ミ ュ ニティ 活
性化補助金を通じ たイ ベント 企画、 Wi -Fi 整備などを進めています。
こ ども 計画（ 39歳まで） の検討委員と し て若い人も 参加し ており 、 地域活動に関する意見も 寄
せら れていまし た。 若い人が持っ ている意見を聞いていき たいと 考えています。

5 都市計画 竹間沢第1区 竹間沢通西地区土地区画整理について、 早急に国や県と の農林調整を進めてほし い。

令和6年度には業務代行予定者が選定さ れていますので、 町と し ても すでに国・ 県と の協議を
進めており ます。 引き 続き 竹間沢通西地区土地区画整理組合設立準備会による事業進捗状況を
把握し ながら 、 適切なタ イ ミ ングで協議を進め、 今後も 継続し て円滑な組合設立認可に向けて
国・ 県と 調整を 進めてまいり ます。

6 道路 北永井第3区
三芳スマート I Cの出入口周辺において、 朝や夕方の通勤・ 通学時間帯に非常に激し い渋
滞が発生し ている。 周辺道路への影響だけでなく 、 スムーズな通行や安全確保に支障が
出ているため、 出入口に信号を設置するこ と はでき ないか。

令和6年度に幹線道路における交通量調査を実施いたし まし た。 交通量調査の結果を踏まえ、
信号の設置についての警察協議を行っ たが設置が認めら れなかっ た経緯がございます。 今後も
引き 続き 交通状況を注視し つつ、 必要に応じ て要望を行っ てまいり ます。

当日のご意見・ ご質問に対する町の見解



番号 テーマ 行政連絡区 ご意見・ ご質問 町の見解

7 道路 北永井第3区

北永井第3区の集会所前にある道路のマンホールについて、 道路面に対し て頭が浮き 上
がっ ている状況が見受けら れる。 歩行者のつまずき や、 自転車・ 自動車が乗り 上げた際
の走行時の安全に支障が出ており 危険なため、 現地の状況を確認いただき 、 早期の修繕
対応をお願いし たい。

現地を 確認し たと こ ろ 、 発生し てる事象はマンホールの浮き 上がり ではなく 、 経年劣化、 破損
による舗装面の沈下が原因と なっ ており まし た。 そのため、 周辺の舗装破損箇所も 含めた舗装
版打換えによる修繕工事を早期に実施し たいと 思います。

8 自治・ 防犯・ 防災 北永井第3区
集会所は一時避難場所と なるなど、 高齢者や子ども が使用する施設であるため、 AEDを新
規設置し てほし い。

行政連絡区への支援の中で、 必要な集会所にAEDを設置するこ と も 含め、 支援メ ニュ ーの見直
し を進めたいと 考えており ます。

9 自治・ 防犯・ 防災 北永井第3区
1次避難場所が集会所、 2次避難場所が三芳小学校であるが、 避難所移動の際に危険が伴
う 。 そのため、 集会所を避難所と し てほし い。 近く に高い建物も なく 、 かつ距離も 近い
ため。

現在、 各一時避難所に参集後、 指定避難所への移動と なり ます。 長期間の避難所対応と なると
避難所の運営や物資搬入など様々対応が必要と なるため指定避難所での避難が必要と なり ます
が、 一時避難所での対応も 各避難所エリ アの意見も 伺いながら 、 今後検討し ていき たいと 思い
ます。

10 都市計画 北永井第3区
三芳町の魅力は豊かな自然であるが、 その自然がだんだん減っ ている。 せっ かく の木が
伐採さ れており 、 それが倉庫や工場と なっ てし まっ ている。 旧給食センタ ーの跡地には
何ができ るのか。 今後の開発計画を教えてほし い。

みどり 共生産業ゾーンの工場建設において、 町は一定基準の緑の整備を求めているが対応状況
はまばら と なっ ており ます。 そのため、 町と し て同時並行で役場周辺の土地を購入し 、 平地林
創生に取り 組むなど、 緑豊かな町と し ての開発を 進めたいと 考えています。 また、 旧給食セン
タ ーの跡地には、 倉庫が建設さ れる予定です。

11 環境 北永井第3区
北永井第3区の集会所のグラ ンド の奥にて、 民有地から 伸びたつる植物がフ ェ ンスに絡
まっ た。 行政連絡区にて地権者へ連絡の上、 都度対応を し ている状況である。 対応を町
で行っ てほし い。

町から 地権者に連絡し たと こ ろ 、 「 今後、 地権者により 対応する。 」 と の回答がございまし
た。

12 環境 北永井第3区

三芳団地の北側にふじ み野市内の森林がある。 その中の木々が枯れて、 道路へ倒れた事
案があっ た。 その後、 枯れそう な木について町へ連絡を し たが、 対応し てく れなかっ
た。 以降、 再度、 木が枯れて道へ倒れ、 車にも 傷がついた。 事故後、 町は早急に対応し
てく れたが、 事故になる前に対応すれば防げた。

町内の平地林等において倒木や落枝により 他者の所有物への危険性があると のご連絡をいただ
いた場合、 職員が現地確認し た上で、 民有地間であれば環境課から 、 町道への越境であれば道
路交通課から 所有者に適正管理のお願いをするなど対応し ており ます。
今回の三芳団地北側のふじ み野市内の森林における倒木により ご迷惑と ご心配をおかけし たこ
と 、 心より お詫び申し 上げます。 担当課と いたし まし て、 対応を怠っ ていたわけではなく 、 現
地を確認のう え、 当該土地の所有者様に何度も 伐採のお願いをし ており まし た。 所有者様から
は伐採の意思がある旨を お伺いし ており 、 専門業者への依頼も 済んでいると の回答を いただ
き 、 時間はかかるも のの対応が進めら れている状況であると 承っ ており まし た。 現在では問題
の枯木は伐採済みと なっ ており ますので、 ご安心いただければと 存じ ます。 今後も 地域の安全
確保を 最優先に、 所有者様と 連携し 、 適切な管理を続けてまいり ます。 何かお気づき の点やご
不明なこ と がございまし たら 、 どう ぞ遠慮なく お知ら せく ださ い。



番号 テーマ 行政連絡区 ご意見・ ご質問 町の見解

13 自治・ 防犯・ 防災 北永井第3区

ゴミ 集積場問題に対し 、 毎月5千円払っ て土地を借り て対応し ている。 自治会離れ及び外
国人の投棄など、 課題がある。 自治会費を払っ ていない人も 捨てら れる状況と なっ てい
る。 自治会費が毎月300円。 町へ相談をし ても 許可は得ら れなかっ た。 も し 、 町から よい
提案があればご指導願いたい

ごみ集積場に関し まし ては、 他行政連絡区でも ご意見をいただいており 、 町全体と し ての課題
であると 捉えており ます。 地域の皆さ んに任せき り と するのではなく 、 町と し ての対応を検討
し てまいり ます。

14 教育・ 文化 北永井第3区
上富小学校の準備会について。 学校準備委員会会議にて、 スク ールバス等の検討を行う
と 説明があっ た。 検討を進めるにあたり 、 各小学校の生徒へし っ かり と 意見を聞き 、 反
映するこ と が重要である。 意見聴取の方法等を 教えてほし い。

三芳小と 上富小の統合に伴う 準備を行う にあたっ ては、 当事者の声を取り 入れるこ と が重要で
あると 考えており ます。 保護者や児童などに対するアンケート 調査や意見聴取を行い、 それを
基に準備委員会で協議を 行う 予定です。

15 教育・ 文化 北永井第3区

中学生の息子がいる。 三芳中学へ自転車通学を し ているが、 帰り 道にト ラ ッ ク 同士のす
れ違いを避ける形で、 傷の残るケガを 負っ てし まっ た。 利便性の観点で自転車通学は大
変あり がたいが、 安全確保策を検討し てほし い。 スマート I Cができ て以降、 ト ラ ッ ク が
走るこ と が増えており 、 危険が増し ている。
また、 中学校へ向かう 際にコ ンビニエンススト アから 、 自転車通学と 徒歩通学の生徒が
混同するため、 自転車通学の生徒も 自転車を押し て歩く こ と と なっ ている。 各通学の生
徒が混同し てし まう と 、 幅が広がっ てし まい、 危険が増し ている。 自転車通学と 徒歩通
学の生徒を 区別し た運用を取るこ と はでき ないか。 （ 自転車通学生徒は左側通行、 徒歩
通学生徒は右側通行など）

今年度は、 通学路安全総点検の実施年度と なっ ており ます。 その結果等について学校と 情報共
有を行いながら 、 必要に応じ て関係課等と も 連携を図り 、 各学校の児童生徒が安全に登校でき
るよう 対策を検討し てまいり ます。
また、 自転車通学と 徒歩通学の生徒を区別し た運用について、 それに伴う 新たなリ スク の可能
性も 踏まえながら 、 三芳中学校と 協議の上、 検討し てまいり ます。

16 小学校跡地利用 北永井第3区

上富小学校の跡地活用にて、 道の駅の話があっ たが、 跡地は教育施設だと 考える。 上富
小学校は上富エリ アの重要な文化施設でも あり 、 あく までも 校舎である。 今後の検討と
し て、 商業施設と するのではなく 、 子ども から 高齢者まで地域の人が集える教育施設、
生涯学習施設と すべき と 考えますし 、 歴史・ 文化を残し て発信し てほし い。
また、 商業施設と し た際に車の流入がさ ら に増加し てし まう と 生活で不便と なる。

上富小学校の跡地利用につき まし ては、 既存校舎を活用し 、 初期投資を抑え需要に応じ て段階
的に規模を拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視し て、 検討し てまいり ます。
また、 政策研究所の提言書では、 地域社会全体で子育てを 支える「 あたたかい居場所」 や生涯
学習支援施設等のご意見が出ているこ と から 、 町と し て望まし い施設や機能の実現に向けて検
討を進めてまいり ます。

17 道路 北永井第3区
町内の街灯（ 外灯） がLED化さ れたこ と により 、 夜間でも 町全体が明るく なり 、 住民が安
心し て歩けるよう になり まし た。 また、 電球交換の手間やそれに要する時間も 大幅に
減っ ていると のこ と で、 迅速に対応し ていただき 大変助かっ ており ます。

承知いたし まし た。

18 まちづく り 全般 北永井第3区 町役場庁舎の今後の計画を教えてほし い。 建設以降、 年数が経っ ている。
三芳町役場庁舎につき まし ては、 平成6年（ 1994年） に建設し てから 約30年が経過し ており ま
す。 今後は、 予防保全的な修繕対応を図り ながら 、 現施設を維持し てまいり ます。

19 道路 北永井第3区
過去に「 私道のため修繕の対応ができ ない」 と 説明を受けていた道路について、 こ のた
び町で買い上げていただき 、 綺麗に修繕・ 整備を完了し ていただいたこ と に大変感謝し
ており ます。 地域住民も 安全に通行でき るよう になり 、 大変喜んでおり ます。

承知いたし まし た。
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20 公共交通 みよし 台第1区

みよし 台第1区の高齢化が進む中で、 通院手法の改善を望む。 通院し たく ても タ ク シーは
来ない、 免許は返納済みであり 通院の足がない。 イ ムス三芳の受付が始まる10時までに
到着し たいが、 現在の時刻予定では10: 15頃。 対応が難し いこ と は承知し ているが、 検討
を進めてほし い。

イ ムス三芳総合病院の受付が始まる10時までに到着し たいと いう ご要望は個別にいただいてお
り ます。 本件も 含めてダイ ヤ改正の検討を行っ てまいり ます。

21 公共交通 みよし 台第1区

MI YOバスが満員時、 予備車が来るこ と と なっ ている。 し かし ながら 、 猛暑のと き などは
待ち続けるこ と はでき ない。
また、 MI YOバスのパンフ レッ ト やHPにて説明の記載があるが、 事業目的に関する内容の
記載が薄い。 事業意義等も 含めて案内し てほし い。

MI YOバスについては、 実証運行を 1年延期し 、 順次改善を 行っ ており ます。 利用者から いただ
いた意見を真摯に受け止めながら 、 でき る対応を 進めてまいり ます。

22 公共交通 みよし 台第1区 MI YOバスの土日運航についても 検討し てほし い。 利用状況と 費用を鑑み、 検討を 進めてまいり ます。

23 都市計画 みよし 台第1区 2市1町の合併の計画を 聞き たい。 他市の施設を 利用すると き に不便である。

三芳町は過去、 財政的な不利益を理由に合併を見送っ た経緯がございます。
仮に合併し ていた場合、 三芳町エリ アの重要性は低く なり 、 世界農業遺産やスマート I Cなどの
事業を 実施でき なかっ たと 考えら れますので、 合併し なかっ たから こ そでき た取組は多いと 思
われます。 施設の相互利用につき まし ては、 他市と 協議を 進めたいと 考えており ます。

24 まちづく り 全般 みよし 台第1区 三芳町の人口を増やす取組みを聞き たい。

鉄道駅を持たないこ と から 人口は微減し ています。 町の3分の2が市街化調整区域のため、 宅地
開発が難し いこ と が主な理由です。 三芳町の魅力は、 都市近郊であり ながら 豊かな自然がある
こ と であり 、 30代40代の子育て世帯は増加し ています。 こ の強みを残し ながら 、 32, 000人を目
安に人口を維持し ていき たいと 考えており ます。

25 自治・ 防犯・ 防災 みよし 台第1区
今年度集会所の改修計画があると 聞いているが、 みよし 台第1区の女子ト イ レ のド アの鍵
が壊れている。 改善を求めたい。

現状を 確認し まし たので、 今年度予定し ています大規模改修工事内、 も し く は単独での修繕を
検討し てまいり ます。

26 自治・ 防犯・ 防災 みよし 台第1区
集会所のエアコ ンが故障し 、 ク ーリ ングシェ ルタ ーと し て機能し なかっ たこ と がある。
ク ーリ ングシェ ルタ ーと し て機能するよう 検討し てほし い。

みよし 台第1区の集会所エアコ ンについて、 修繕を行いまし た。
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27 自治・ 防犯・ 防災 みよし 台第1区

みよし 台第1区の運営委員会について、 課題がある。 みよし 台第1区をはじ め、 行政連絡
区の加入率は低下を し ている。 区費を 払わなければ、 役員の仕事が回っ てこ ない等の抜
け道が蔓延し ているほか、 区費を払う メ リ ッ ト がないこ と も 要因である。 また、 4年から
10年のサイ ク ルで役員の担当と なっ ても 、 業務が分から ないため行政連絡区と し ての業
務が回ら ない課題がある。 そのよう な状況であり 、 こ のままだと みよし 台1区の自治組織
が崩壊し てし まう と 考える。
自治体によっ ては、 自治会や町内会に対する支援事業を 立ち上げるケースも あると 聞
く 。 自治会は任意団体であると 理解を し ているが、 町がどこ まで自治会運営に対し て支
援を し ていく のか考えを聞き たい。

自治会の負担軽減策と し て、 地域コ ミ ュ ニティ 活性化補助金を試験的に実施する等、 自治会運
営の負担を減ら す取組を 開始し ており ます。 引き 続き 、 検討をし てまいり ます。

28 自治・ 防犯・ 防災 みよし 台第1区

町の条例と 区の規定に差異がある。 町の条例では「 集会所の利用料は無料」 と なっ てい
るが、 みよし 台第1区の規定では、 利用料を 支払わなければ集会所を 利用するこ と ができ
ないと 記載がある。 区の規定については昨年度変更をし たが、 45年前に作っ た規定の通
り 残存し ている状況である。 実態に即し て規定を変更し たいと 考えているが、 その際に
は町から 助言等をいただき たい。
なお町の助言にて、 利用料と いう 文言から 管理料と し て徴収するよう 依頼があり 、 対応
を行っ たが、 町の条例についても 変更をし てほし い。

条例と 区規定の差異について、 ご相談いただいたこ と をき っ かけに、 区長会にて対応を検討さ
せていただき まし た。 その中で、 利用料ではなく 管理料と し て徴収し ていただく こ と と なり 、
ご対応いただいたと こ ろ です。 区の規定については、 時代の実態に即し て変更すべき と 考えて
おり 、 区長会の定例議会にて議論さ せていただき たく 存じ ます。
なお、 本件については個別具体的なお話であるため、 別途場を設けて議論さ せていただき たい
と 考えており ます。

29 道の駅 藤久保第2区
ルミ ナみよし や道の駅などの大型事業が続いており 、 町の財政状況が心配である。 ま
た、 道の駅の予定地は藤久保から は遠いため、 移動手段を確保し て住民も 行き やすい、
足を 運びたく なる施設と し てほし い。

道の駅について、 財政シミ ュ レ ーショ ンでは問題がないと 結果が出ており ます。 し かし なが
ら 、 中東情勢による物価高騰等、 先行き の見えない状況も あり 、 議会での議決を受けて、 道の
駅整備を一時保留と し まし た。 今後は、 上富小学校の跡地利用の検討状況など、 広く 意見を 聴
き ながら 、 全体を鑑みて慎重に取り 組みたいと 考えており ます。
また、 移動手段の確保については、 交通ネッ ト ワーク の整備も 併せて検討を 行っ てまいり ま
す。

30 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第2区

藤久保第2区は人口も 多いう え、 行政連絡区の加入率も 高いため、 集会所に多く の人が集
まる。 防災拠点と も なるため、 集会所の前に防災用の広場が欲し い。 他集会所では広場
があるこ と が多い。 広場や公園の近く に集会所を移転し てはどう か。
今まで通り 、 藤久保小学校の避難場所は藤久保第2区、 3区、 5区、 6区が使用するのか。

藤久保第2区周辺は住宅が密集し ており ますので、 新たな用地確保は難し い状況と なり ます。
周辺公園等の活用を検討し てまいり ます。
また、 ルミ ナみよし の供用開始に伴い、 今後の避難訓練の有効性等を考慮すると と も に、 藤久
保小学校の避難所運営マニュ アルの見直し を行います。

31 教育・ 文化 藤久保第2区

藤久保第2区ではグラ ウンド ゴルフ の実施場所がない。 藤久保5区の集会所の広場を 1週間
に一度借り ている状況。 し かし ながら 、 グラ ウンド ゴルフ の大き い道具を持っ て移動す
るこ と は危険を伴う 。 藤久保小学校の代替グラ ウンド の1/4区画で良いので、 グラ ウンド
ゴルフ の土地と し てほし い。

事前質問作成の際に、 地権者にも 確認し ており 、 現行の管理は町（ 学校） であるも のの、 学校
運営のための代替地と し ての借受にて「 一般向け」 は難し いも のと 考えます。 新校庭について
は「 学校開放に伴う 開放施設の使用に関する規程」 に基づき 、 使用可能になるも のと 考えま
す。

32 拠点施設 藤久保第2区
ルミ ナみよし について。 学校と 共有部分の繋がり （ メ ディ アブリ ッ ジ等） のセキュ リ
ティ が不安。

小学校と 公共施設が建物内で接し ていると こ ろ は、 施錠状況がシステムで確認でき る電気錠付
き の扉でセキュ リ ティ を 行っ ており ます。 屋外広場（ みら い広場） に面する特別教室について
は、 学校用の強化ガラ スが入る扉で区画さ れていると と も に、 目隠し 用のカ ーテンなどが設置
さ れています。 実際の運用では、 広場内に授業中は立ち入り 禁止のエリ アを 作るなどは学校と
協議し ながら 進めてまいり ます。
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33 公共交通 上富第3区
人口減少かつ高齢化が進む上富エリ アにおいて、 免許返納等により 病院へ行く 足がない
と 聞く 。 そのため、 MI YOバスの本数の増便を望む。

運行状況を注視し ながら 必要な検討をし てまいり ます。

34 まちづく り 全般 上富第3区
町の取組の発信手法の一つでアニメ を 使っ てはどう か。 秩父や川越ではアニメ を 活用し
た情報発信に取り 組んでいる。

一例と し て、 参考と さ せていただき ます。

35 小学校跡地利用 上富第3区
観光地と し て、 海や山、 文化がキーワード に挙がるが、 三芳町には無い。 地割を 目玉と
するのでは、 学校校舎より も 高い建物が必要と 考える。 どのよう な戦略があるのか。

東京近郊において、 三芳町ほど緑が残さ れている自治体は珍し く 、 後世に残すべき 文化遺産と
し て世界農業遺産にも 認定さ れており ます。
上富小学校の屋上を活かし ながら 、 ミ ュ ージアム機能などで効率的に情報発信するこ と を検討
し てまいり ます。

36 道路 上富第3区

スマート I Cの出入口に信号機がないため、 無理な右折車両の発生や、 それに伴う 慢性的
な渋滞等を 引き 起こ し ており 非常に危険な状態だ。 事故が起き てし まう 前に、 安全な交
通誘導を目的と し た信号機の設置が必要ではないかと 考えているが、 町の見解を 伺いた
い。

三芳町と し ても 安全性を 高めるために信号機設置は有効である考えており 、 交通管理者( 警察)
と 協議し てき ており ます。 今後も 引き 続き 設置へ向けた要望をし てまいり ます。

37 道路 上富第3区

スマート I Cの出入口や多福寺交差点、 三芳中学校、 三芳小学校の各交差点において、 右
折待ちの車両による渋滞が多く 発生し ています。 直進車だけでなく 右折車も 安全・ ス
ムーズにはけるよう 、 矢印などの右折の補助信号に対応し た信号機への改良を要望す
る。

令和6年度に幹線道路における交通量調査を実施いたし まし た。 交通量調査の結果を踏まえ、
ご指摘の交差点については右折矢印信号の設置についての警察協議を行いまし たが設置が認め
ら れなかっ た経緯がございます。 また、 右折矢印信号を設置するには、 右折レーンが必要と な
る場合がございます。 三芳小学校の交差点は県道と 町道が交差する交差点になるこ と から 右折
レーン設置などの交差点改良を 埼玉県に要望し ていると こ ろ です。 今後も 引き 続き 交通状況を
注視し つつ、 関係機関への要望を行っ てまいり ます。

38 道路 上富第3区

町内の一部の歩道について、 拡幅の検討をお願いする。 特に三芳中学校前の道や、 上富
第3区集会所の前の道路、 三芳小学校近く （ JA農協から 消防署へ向かう 道） などは、 大人
1名が通るのがやっ と の幅し かなく 危険な状態である。 児童・ 生徒や歩行者の安全確保の
ため、 歩道を広げる計画についてどう 考えているか。

歩道整備や拡幅には道路用地の新規取得が必要であり 、 地権者の協力がなければ実現は難し い
と 考えており ますが、 安全確保へ向けた対策は必要であると 考えており ます。
ご指摘の箇所は主に県道と 思われますので、 川越県土整備事務所へ状況を説明し 、 安全性の確
保へ向けた対策を検討するよう 要望いたし ます。

39 都市計画 上富第3区 市街化調整区域の決定者は誰か。

市街化区域と 市街化調整区域に分かれる区域区分は、 無秩序な市街化の拡大を防ぎ、 計画的に
まちづく り を進めるために埼玉県によっ て定めら れています。
こ の区域区分は、 人口や土地利用の見通し 、 都市基盤の整備状況などを総合的に勘案し 、 埼玉
県と 関係市町である三芳町、 富士見市、 ふじ み野市と で協議し 決定し ているも のです。
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40 道路 上富第3区

高速道路（ 上り 方面） の出口付近について、 パサール三芳（ PA） へ向かう 車と 、 一般道
へ下り たい車が交錯し 、 激し い渋滞が発生し ている。 ド ラ イ バーが直感的に車線を選択
でき るよう 、 道路上に色等を つけて識別し やすく する（ カ ラ ー舗装などの） 改善を行っ
てはどう か。

高速道路につき まし てはNEXCO東日本の管轄と なり ますので、 NEXCO東日本へ相談さ せていただ
き ます。

41 道路 上富第3区

パサール三芳の従業員駐車場において、 パサール三芳へ向かっ て道路を 危険に横断する
人が多く 見受けら れる。 おそら く 正規の横断歩道が遠いこ と が原因と 思われるが、 事故
に繋がるリ スク が高いため、 歩行者の安全を守るための対策や誘導について検討し てほ
し い。

いただき まし たご意見を 踏まえ、 当該従業員駐車場の管理会社へ連絡し 、 従業員の皆様に対し
て必ず横断歩道を利用するよう 指導・ 周知し ていただく 対応を進めてまいり ます。

42 教育・ 文化 上富第3区
PTAを除く と 給食を 大人等が食べら れる施設がない。 給食づく り を見学でき 、 且つ、 食べ
ら れる取組を検討し てほし い。 三芳町外から の人の呼び込みも 期待でき る。

給食センタ ーと 中央公民館が隣接し ており 、 見学可能と なっ ており ます。
給食づく り の見学には対応し ているも のの、 一般の方が給食を食べら れる取組については行わ
れており ません。 ご提案いただいたこ と を検討し てまいり ます。

43 教育・ 文化 上富第3区
子ども にき れいな泥遊びをさ せたいと いう 親のニーズは多いと 思う 。 整備をすると と も
に、 う まく 情報発信し てほし い。

令和8年度は、 年間9回のプレーパーク を計画し ており 、 緑地公園や北永井児童館広場をその活
動場所と し て選定し 、 泥遊びも でき る環境を設定し ています。
周知方法と し て、 児童館や公民館と いっ た子ども の集まる施設でのポスタ ー掲示や広報誌の掲
載、 SNSや電子母子手帳を活用し た情報発信を 行っ ており ます。

44 健康・ 福祉 上富第3区
若年層の移住強化を 目的に、 出産の無痛分娩の助成をし てはどう か。
無痛分娩のニーズは高いと 聞く 。

無痛分娩は、 不安なく お産を迎えるための選択肢の一つと し て近年増加傾向にあり ます。 無痛
分娩は保険診療の対象外であり 、 自費診療と し て分娩と いう 自然な生理現象に対する医学的介
入でも あり ますので、 すべての妊婦に対する医療的必要性については確立し た見解はなく 、 母
体へのメ リ ッ ト 及びデメ リ ッ ト も 含め様々な検討がなさ れていると こ ろ でございます。
母体への負担軽減や安心な出産環境の構築と いう 観点から 、 無痛分娩を取り 入れている産科医
療機関も 多く 存在し ていますが、 通常分娩と 比較すると 10万円～20万円ほど追加で費用がかか
る状況です。 現時点で、 近隣市町で補助を導入し ている自治体はなく 、 医学的適応の不確定性
など様々議論さ れている現状から 、 引き 続き 、 国や県の動向を注視し ていき たいと 考えており
ます。

45 都市計画 上富第3区
上富エリ アにおいて公園等の憩いの場がほし い。 近く と なると 航空公園など、 距離が遠
い。 緑があり 、 散歩ができ る施設を期待する。

上富小学校の跡地を利用するなど、 望まし い施設や機能の実現に向けて、 初期投資を 抑え需要
に応じ て段階的に規模を 拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視し 、 施設の耐用年数を 見
据えた適切な整備を進めるよう 、 住民の皆様から ご意見を 伺い、 検討委員会を立ち上げて検討
し てまいり ます。
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46 小学校跡地利用 上富第3区
上富小学校の跡地活用において、 三芳町の特産品を活かし た学校給食を 提供する取組で
地域振興に繋がっ たら 良い。 また、 上富小学校から 見える地割を 他市町村の学生が見学
に来るこ と も 多い。 引き 続き 、 強みと し て活かし てほし い。

学校の跡地利用につき まし ては、 望まし い施設や機能の実現に向けて、 初期投資を抑え需要に
応じ て段階的に規模を拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視し 、 施設の耐用年数を見据
えた適切な整備を進めるよう 、 住民の皆様から ご意見を伺い、 上富地域の強みを活かせるよう
検討し てまいり ます。

47 小学校跡地利用 上富第3区 上富小学校の校舎は残るのか。 まるっ き り 建替えと なるのか。
上富小学校の跡地利用につき まし ては、 既存校舎を活用し 、 初期投資を抑え需要に応じ て段階
的に規模を拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視し て、 検討し てまいり ます。

48 まちづく り 全般 上富第3区

子育て世帯の流入の増減を教えてほし い。
都心に近いながら こ れだけの自然があるこ と は強みであると 認識し ているが、 遊びに来
ても 三芳町内には宿泊施設はないため、 泊まるこ と ができ ない。 子ども の塾や習い事な
どで駅へ行く 足がないため、 MI YOバスを 接続さ せたり すると 、 子育て世代が来やすい環
境ができ ると 思う 。
東京で生まれた子ども に対し て自然体験をさ せたい親のニーズは高いと 思う 。 地域振興
の中で魅力を伝えるこ と で、 観光業から 雇用が生まれ、 働く 場所も でき て、 子育て世代
が入り やすく なると 思う ので、 そう いう 住民が定着する循環を作っ てほし い。

子育て世帯の増減につき まし ては、 直近1年間では微減と なっ ており ます。
令和10年度に予定し ている上富小学校の統廃合に伴い、 上富小学校の跡地利用について今後検
討を進めてまいり ます。 検討の際には、 政策研究所の提言書の内容を参考に地域社会全体で子
育てを 支える「 あたたかい居場所」 や生涯学習支援施設等の町と し て望まし い施設や機能の実
現に向けて検討を進めてまいり ます。

49 まちづく り 全般 藤久保第3区 他の行政連絡区で出た質問を 確認するこ と はでき るのか。 後日、 報告書を 三芳町ホームぺージへ掲載いたし ますのでご覧く ださ い。

50 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第3区
防災に関する予算を 3倍程度増額し てほし い。 感震ブレーカ ーの補助事業を町で進めてい
るが、 隣家が火事と なっ ては意味がない。 消火器等を行政連絡区側で用意する予算はな
い。 早急に整備を検討し てほし い。

令和8年4月より 火災報知器の設置補助に加え、 感震ブレーカ ー設置についても 補助対象と し ま
し た。 家庭用に消化器の設置義務はあり ませんが、 他市町村の状況も 研究し ながら 検討し てま
いり ます。

51 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第3区
毎年、 防災訓練に参加をし ている。 避難場所である藤久保小学校へ集まっ ているのだ
が、 避難対象は何名を想定し ているのか。 職員に確認を し ても 返答はない。 町の防災を
真剣に考えている職員が少ない。

避難者数の想定は三芳町全体で発災から 1日後に125人、 1週間後で279人、 ピーク 時において
327人が想定さ れています。 藤久保小学校の収容人数は体育館に150人で設定さ れていますが、
小学校と ルミ ナみよし の複合施設での一体的な避難所運営も 考慮し てまいり ます。

52 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第3区
自主防災会で使用ができ る補助金について。 県補助にて非常用発電に使用ができ る補助
金を 自治安心課より 案内いただいている。 発電機を案内し ても ら っ ているが、 発電機以
外への有意義な使い方があっ ても 良いと 思う 。

県補助は発電機のみが対象でし たが、 県補助は終了いたし まし た。 今後は、 住民の皆様のお声
を確認し ながら 地域防災計画に基づき 、 各地域の防災力の強化を図り たいと 考えており ます。
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53 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第3区
人が集まる集会所にAEDがないため、 設置し てほし い。 行政連絡区でAED講習も 受講し て
いるが、 AEDがないと 意味も ない。

行政連絡区への支援の中で、 必要な集会所にAEDを設置するこ と も 含め、 支援メ ニュ ーの見直
し を進めたいと 考えており ます。

54 都市計画 藤久保第3区

藤久保第3区集会所前の道路（ 竹間沢・ 大井・ 勝瀬通り 線） について、 将来的にふじ み野
市側へ道路が繋がら ない（ 開通し ない） と も 聞き ます。 現在は着工さ れず土地が余っ て
いる状態に見受けら れるため、 道路が整備さ れるまでの間、 地域の倉庫や資材置き 場な
どと し て有効活用さ せても ら う こ と はでき ないか。

都市計画道路の接続については、 ふじ み野市側の進展が芳し く ない状況です。
余っ ている土地の活用方法につき まし ては、 活用方法を検討し てまいり ます。

55 都市計画 藤久保第3区 藤久保第3区集会所広場の桜の木と 公園中央のモミ ジを剪定し てほし い。
昨年度も 枝下ろ し を実施いたし まし たが、 今年度は5月11日に職員で桜の枝下ろ し を行いまし
た。 樹木の剪定については、 今後も 計画的に継続し てまいり ます。

56 都市計画 藤久保第3区
ド ッ グラ ンの利用状況は。 ド ッ グラ ン利用が少なければ、 き れいなBBQ施設を作っ てほし
い。 有料の施設でも 構わない。

ド ッ グラ ン利用登録者数は約200人ほどおり ます。 すべての方が一度に利用するこ と はござい
ませんが、 利用さ れる方々がペッ ト と 一緒に自然を感じ る施設と 認識し ており ますので、 ド ッ
グラ ンの施設を BBQ場に変更するこ と は現在考えており ません。

57 道路 藤久保第3区

藤久保第3区集会所近く の道路の側溝について、 昨年度、 雨天時に砂が側溝内へ流れ込ま
ないよう ガード （ 対策） を設置し ていただいた。
し かし ながら 、 現在も 同様に砂が流出し ており 状況が改善さ れていないため、 現地の状
況を 再度ご確認いただき 、 実効性のある追加の対策をお願いし たい。

現在も 砂が流出し てし まっ ているこ と についてご迷惑をおかけし ており ます。
大雨等の際などは、 道路側と の高低差の関係上、 完全に砂の流出を 抑えるこ と が難し いと こ ろ
ではあり ますが、 対策を 検討し てまいり ます。

58 環境 藤久保第3区
三芳町の観光地と し て、 いも 街道は一日遊べるエリ アであるが、 整備を 進めている三芳
町役場近く については、 せいぜい3～4時間滞在をするこ と が関の山。 平地林創生の取組
の案内があっ たが、 こ ども が遊べる場所と し て遊具等を 設置し てく れないか。

三芳町の重要な平地林を 未来へ残す取組と し て、 平地林再生にも 取り 組んでおり ます。 平地林
の中にこ ども たちが遊べる広場を設置する計画を 立てており 、 シンボルツリ ーと なる桜も 植樹
予定でございます。
ご提案については、 貴重なご意見と し て参考と さ せていただき ます。

59 小学校跡地利用 藤久保第3区
いも 街道は観光スト リ ート 。 魅力的な施設と 自然がある。 自然環境についてはあまり 変
えないでほし い。 また、 藤久保地域から 上富までは約6km離れており 、 交通の便が悪い。
跡地活用時には交通利便性も 合わせて検討し てほし い。

学校の跡地活用では、 現存の建物を活かし つつ自然を残し ていく 方針です。
学校入口の道路の拡幅工事などは実施する可能性はございます。
三芳スマート I C近く の道についても 、 道の駅計画時には交通の結節点機能を 導入する予定でし
た。 学校跡地においても 同様の機能の導入を検討し てまいり ます。
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60 拠点施設 藤久保第3区
ルミ ナみよし のセキュ リ ティ について。 学校部分と 共用部分のセキュ リ ティ 対策を教え
てほし い。

小学校と 公共施設が建物内で接し ていると こ ろ は、 施錠状況がシステムで確認でき る電気錠付
き の扉でセキュ リ ティ を 行っ ており ます。 屋外広場（ みら い広場） に面する特別教室について
は、 学校用の強化ガラ スが入る扉で区画さ れていると と も に、 目隠し 用のカ ーテンなどが設置
さ れています。 実際の運用では、 広場内に授業中は立ち入り 禁止のエリ アを 作るなど、 学校と
協議し ながら 進めてまいり ます。

61 小学校跡地利用 藤久保第3区
上富小学校の跡地に、 お風呂があると 良い。 さ つまいも 掘り で汚れるのに洗える場所が
ないため、 汚れたまま帰り たく ない。

学校の跡地利用につき まし ては、 望まし い施設や機能の実現に向けて、 初期投資を抑え需要に
応じ て段階的に規模を拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視し 、 施設の耐用年数を見据
えた適切な整備を進めるよう 、 住民の皆様から ご意見を伺い、 検討委員会を 立ち上げて検討し
てまいり ます。

62 健康・ 福祉 藤久保第3区
北永井のふれあいセンタ ーがルミ ナみよし 内へ移転すると 聞いている。 ふれあいセン
タ ーで対応し てく れていた相談や、 行事等は無く なっ てし まう のか。

ルミ ナみよし の3階に社会福祉協議会が入る予定であり 、 事業につき まし ても 継続する予定と
なっ ており ます。
開館までに見学会等も 予定し ており ますので、 実際に施設に入っ てから 、 意見等がございまし
たら 更に伺わせていただけますと 幸いです。

63 道路 藤久保第4区

球場( 自然の森・ レク リ エーショ ン公園) へ入る道路（ 藤久保85号線） について、 雨が降
ると 激し く 水が溜まっ てし まう 。 以前にも 一度対応をお願いいたし まし たが、 梅雨や台
風の時期になると 今も 同様の状況が繰り 返さ れています。 特に球場入り 口から 降り てく
ると こ ろ や、 上り 坂の付近、 駐車場のあたり に水が溜まり やすいため、 抜本的な排水改
善を お願いし たい。

当該路線には雨水管が埋設さ れており 、 公園入口付近には排水構造物( Ｕ 字溝) も 設置し ており
ますので、 土砂堆積等の機能低下し ていないか点検をいたし ます。 また、 今後は雨天時の状況
を確認し 、 改善方法を検討し てまいり ます。

64 道路 藤久保第4区

地域のボラ ンティ ア活動に関し 、 活動を行う ボラ ンティ ア側と 、 それを 受け入れる町側
と の間で、 熱量や認識に少し 差があるよう に感じ てる。 お互いがより 活動をスムーズに
進め、 協力体制を強めるためにも 、 定期的に意見を交わし 合える「 懇親会」 や「 話し 合
いの場」 を 設けていただき たい。

日頃より ご協力いただき まし てあり がと う ございます。 話し 合いは重要であると 認識をし てお
り ますので、 場を設けるよう 調整を進めます。

65 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第4区

はじ めにお礼を言いたく 、 今年、 公園管理お手入れマニュ アルを 策定し ていただき 、 お
陰で住民の方に剪定の時期など、 どのよう に進めていく か説明がし やすく なっ た。 あり
がと う ございます。
また、 海外派遣事業につき まし ても 、 町と いう 規模であれだけの人数の派遣を実施し て
いるこ と は、 あまり 例にない事だと 思っ ています。 予算では様々なご意見が出ていると
思いますが、 子ども たちが一人でも 多く 海外に行っ て体験するこ と は非常に貴重な経験
だと 思いますので、 是非と も 続けていただき たいと 思います。
要望と し まし ては、 自治会離れが加速し ており 、 数年で加入率が半数近く になっ てい
る。 町から いただいているコ ミ ュ ニティ 活性化事業補助金は、 加入し ていない人も 対象
にし たイ ベント 企画費に活用し ている。 自治会運営費は約3百万円。 半分が町から の補助
金、 残る半数が区費で賄われているが、 自治会離れが進む中、 十分な運営資金が減っ て
いる。 コ ミ ュ ニティ 活性化事業補助金に加え、 自治会運営費の補助金を 検討し てほし
い。

行政連絡区の加入率低下に起因し たご意見は他行政連絡区でも 頂戴し ています。 町と し ても 、
地域の要と なる自治会は非常に重要であると 考えており ます。
コ ミ ュ ニティ 活性化事業補助金の幅を広げ、 新たな支援メ ニュ ーを 設けるなど、 町と 自治会で
一緒になっ て対策等を考えていき たい所存です。
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66 拠点施設 藤久保第4区

図書館について。 ルミ ナみよし 内の図書館が完成予定であり 、 楽し みと 感じ る。 し かし
ながら 、 距離的な制限により 、 上富や竹間沢のこ ども たちが一人でルミ ナみよし へ本を
借り に行く こ と は難し い。 移動図書館等、 ルミ ナみよし へ行く のが難し いこ ども 向けの
対応を検討し て欲し い。

竹間沢地区には竹間沢公民館内に「 図書室竹間沢分館」 があるためこ ちら の活用を促進すると
と も に、 上富地区などを 含め、 ご提案の移動図書館や他施設と の連携による巡回貸出・ 返却拠
点の整備など、 すべてのこ ども たちが安全に本に親し める環境づく り を検討し てまいり ます。

67 都市計画 藤久保第4区

みどり ヶ 丘住宅に在住。 隣接する野球場から ボールが飛んでく る。 防球ネッ ト の高さ を
延長するこ と は予算上難し いと 聞いているが、 昨年、 飛んでき たボールが窓ガラ スを割
る事案が発生し た。 こ れまでに3回壊れており 、 そのう ち2件はし ら ばっ く れら れた。 当
初決めていたルール（ 8: 30までは声を出さ ない、 駐車場にはなるべ最低限の台数で乗り
入れる等） も 遵守さ れていない。 防球ネッ ト は難し く と も 、 野球チームの代表者と 町、
住民で話し 合いの場を設けても ら う こ と はでき ないか。

レク リ エーショ ン公園から の飛球により 窓ガラ ス破損など、 近隣の皆さ まにはご迷惑をおかけ
し ており ます。 野球チームの代表者には、 ルールの徹底と チーム全体への周知を再度、 指示い
たし ます。 （ 個人的に利用し ている小・ 中学生については、 教育委員会を通じ てルールや迷惑
をかけた際の対応について、 改めて子ども たちに指導し てまいり ます。 ） また、 レク リ エー
ショ ン公園はボール遊びのでき る公園で子ども たちも 利用するため、 簡易看板などを 設置し て
ルールを周知いたし ます。 防球ネッ ト の延長についても 再検討いたし ます。 ご理解と ご協力の
ほどよろ し く お願いいたし ます。

68 教育・ 文化 藤久保第4区

上富小学校の跡地の話があっ たが、 学校機能を 少し は残し た方が良いのではないか。 ス
ク ールバスの運営を 20年間行う 等は、 現実問題と し て難し いと も 感じ る。 世間ではバス
運転者不足も 耳にする。 スク ールバスの運営が難し く なっ た際に、 週に1回程度上富小学
校で学ぶよう なこ と ができ るよう な体制を整備し てほし い。 また、 上富エリ アの学生が
上富小学校から 自宅へ集団下校するよう な体験も 実施し て欲し い。 登下校は貴重なコ
ミ ュ ニケーショ ンの場である。

スク ールバスの運行にあたっ ては、 複数の事業者から 参考見積を徴取し ており 、 バスの保有台
数や運転手なども 含めて確認し ている。 今後学校準備員会のなかで、 通学体制について具体的
に協議し 、 保護者や児童の声も 聞き ながら 、 準備を進めていく 。

69 都市計画 藤久保第4区
中高生が体を動かせる広場や施設が欲し い。 息子はバスケをし に、 針ヶ 谷や富士見市の
バスケッ ト コ ート を 利用し ている。 町のグラ ウンド のルールも 厳し く なっ ている状況で
ある。

昨年度、 役場敷地内にスケート ボード パーク を新設いたし まし た。 お話を伺い総合運動場内に
バスケッ ト ゴールの設置も 検討し ており ます。 中高生向けの施設整備についても 検討し てまい
り ます。

70 まちづく り 全般 藤久保第4区
道路美化ボラ ンティ アの募集を広報へ掲載し てほし い。 現在は2年に1回の掲載程度。 年1
回程度掲載し 、 加入を促し て欲し い。

広報みよし に「 まちの掲示板」 と いう コ ーナーがございます。 そちら に掲載依頼をいただけま
すと 、 掲載し たい月に空き があれば掲載可能です。 再度の掲載は間を3か月空けていただく
ルールと し ており 、 なおかつ空き があれば掲載可能です。

71 まちづく り 全般 藤久保第4区 広報等にて、 く だら ないク レ ームを止めるよう な案内を 出し てはどう か。
貴重なご意見あり がと う ございます。
町と し ては、 個々の案件に適切に対処し ていき たいと 考えており ます。

72 教育・ 文化 藤久保第4区

昨年度、 デフ リ ンピッ ク 大会の機運醸成イ ベント を経て、 家族でデフ リ ンピッ ク に関心
を持っ た。 し かし ながら 、 デフ リ ンピッ ク に関わら なかっ た人は、 役場等に行っ ても 置
いてけぼり である。 同様に世界農業遺産についても 、 エリ ア等によっ て関心の差があ
る。 町全体で関心を 高める必要があると 感じ る。

東京オリ ンピッ ク では、 全小学校を対象と し た観戦ツアーを計画し ていまし たが、 コ ロナウイ
ルスの影響で中止なり まし た。 今回のデフ リ ンピッ ク においても 少し でも 多く の住民に関わっ
ても ら えるよう 取り 組みまし た。
世界農業遺産については、 各小学校では世界農業遺産を学ぶ場を用意し ており ます。 住民によ
る関心の温度差も ある中で、 世界農業遺産を楽し く 学べるよう なミ ュ ージアムが重要だと 考え
ており ますので、 そのよう な取組についても 検討し ていき たい所存です。
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73 まちづく り 全般 藤久保第5区
人口を増やすのか、 減ら さ ないのか。 近隣から 流入さ せるのか。 外国人を入れるのか。
高齢者や子ども だけでなく 税金を払う 人を入れるのか。

三芳町の人口は微減で推移をし ていますが、 20代後半から 40代の子育て世帯の移住は増加傾向
にあり ます。 「 ルミ ナみよし 」 のよう な新し い施設の整備に加え、 CFCI や国際交流など、 ソ フ
ト 面でも こ ども が成長でき る機会の創出にも 力を 入れており ます。 引き 続き 新し い取組につい
ても し っ かり と 情報を発信し てまいり ます。

74 道路 藤久保第5区

藤久保第5区第2集会所前の道路（ 幹線19号線） について、 交通安全対策をお願いし た
い。 も と も と 生活道路と し て自動車・ 自転車・ 歩行者が多く 行き 交う 場所だが、 現在は
非常に混雑し ており 、 時間帯によっ ては危険な状態だ。 今後は「 ルミ ナみよし 」 の開館
も 控えているため、 さ ら なる混雑と 事故が懸念さ れる。 事前の対策を。

当該路線区間については当課の拡幅整備計画において優先検討路線に選定し ており 、 以前より
拡幅の必要性は認識し ており ます。 現時点で明確な時期を 示すこ と はでき ませんが、 今後は丈
量図を 作成し 拡幅へ向けた準備を進めると と も に、 既存道路における安全対策も 併せて検討さ
せていただき ます。

75 道路 藤久保第5区
大雨の際、 大崎電気工業前の国道254号が、 まるで川のよう に冠水（ 水浸し ） になっ てし
まう 。
安全な通行のためにも 、 排水設備などの調査と 改善を一度検討いただき たい。

国道254号( 川越街道) の管理は埼玉県と なり ます。 川越県土整備事務所へ改善要望をお伝えし
ます。

76 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第5区

集会所外にあるト イ レについて、 水が漏れるのか床が汚れている。 以前町で見ても ら
い、 何も 異常はないと のこ と だが、 週１ 回掃除し ていると 、 便器と 壁の間の床が黄色く
変色し ている。 臭いも ある。 も う 一度役場で確認し てほし い。 平成２ ５ 年に建ててかな
り 古く なっ ている。 掃除する方も 気持ちよく 掃除でき るよう に。

ご指摘いただき まし た外ト イ レ につき まし ては、 行政連絡区において維持管理を行っ ていただ
いており ます。 以前、 町において現地を 確認し た際には異常は認めら れませんでし たが、 今回
いただいたご意見につき まし ては、 区長へ情報提供さ せていただき ます。 今後の対応につき ま
し ては、 区において現地の状況をご確認いただき 、 必要に応じ てご対応いただく こ と と なり ま
す。

77 拠点施設 藤久保第5区

ルミ ナみよし で、 飲食や飲酒のト ラ ブルの可能性がある。 飲酒は決めら れた場所であれ
ば可だと と いう こ と を多く の方に認識し ても ら えるよう な取組を やっ てほし い。 何も 知
ら ない人が来た時にト ラ ブルになら ないか心配のため、 問題が起き た後ではなく 起き る
前に対策し ても ら いたい。

ト ラ ブル防止等のため、 飲酒には事前の届出を必須と し ており 、 申請さ れた事業内容に応じ て
個別に使用でき るエリ アを指定する運用を行う 予定です。 こ のルールを初めての方にも 正し く
認識し ていただく ため、 利用申請時における事前説明の強化、 ウェ ブサイ ト への明記など、 周
知徹底に向けた取組を実施し てまいり ます。

78 環境 藤久保第5区

上富と 北永井の間の通り で広い面積の平地林が伐採さ れた。 急速な環境の変化につい
て、 住民から の声を 聞いている。 基金のよう なも のを募っ て、 平地林の取得などができ
ないか。 グリ ーント ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ンにより 世界では緑に投資する企業も たく さ
んある。 人口増加と 含めてう まく バラ ンスが取れた取組を考えてほし い。

緑の保全と 開発のバラ ンスが大切であり 、 世界農業遺産は緑を守っ ていこ う と いう も のですの
で、 平地林の取得や緑地を生み出すこ と も 考える必要があるも のと 思われます。
また、 新たな平地林創生に向けてク ラ ウド フ ァ ンディ ングによる植樹も 実施予定です。

79 公共交通 上富第1区
八軒家周辺に住んでいるがバス停まで遠い。 また、 ふじ み野市境までMI YOバスが走っ て
いない。

早急な改善は難し いですが、 ルート の見直し は検討し てまいり ます。
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80 道の駅 上富第1区 道の駅計画は今後どう なるのか。
中東情勢による物価高騰等、 先行き の見えない状況も あり 、 議会での議決を 受けて、 道の駅整
備を一時保留と し まし た。 今後は、 上富小学校の跡地利用の検討状況など、 広く 意見を聴き な
がら 、 全体を鑑みて慎重に取り 組みたいと 考えており ます。

81 道の駅 上富第1区 どう し て急に議会が道の駅を 反対し たのか。
中東情勢による物価高騰等、 先行き の見えない状況であるこ と などを理由に一度立ち止まっ て
考える必要があると いう 議員のご指摘を 受け、 一時保留と なり まし た。

82 道の駅 上富第1区

上富第1区と し ては、 道の駅完成を 一番身近で期待し ていたこ と も あるため、 いき なり 凍
結と いわれても 納得いかない。 野菜を 作っ ている立場から すると 、 みよし 野菜を 売っ て
PRでき る大き な施設と し て期待し ていた。
また、 道の駅の外周道路ができ れば、 町道2ヶ 所へ繋がり 、 渋滞緩和も でき ると 思っ てい
た。

町と し ても 道の駅を通し て、 地元農産物のPRやブラ ンド 化を図るこ と 、 また地元農家の販路拡
大なども 期待し ており ます。 中東情勢による物価高騰等、 先行き の見えない事案も あるため、
道の駅整備を一時保留と し まし たが、 現状の課題を解決する検討や機能を絞り 込んだ形で再度
計画を 作るこ と も 可能です。 引き 続き 、 皆さ んのご意見を 聞き ながら 進めてまいり ます。

83 道路 上富第1区

福祉センタ ー入口交差点の信号サイ ク ルについて、 改善をお願いし たい。 東側から 進入
する際の青信号の時間が非常に短く 、 時間帯によっ ては十分に車がはけず混雑や危険が
生じ ています。 安全に通行でき るよう 、 青信号の時間を 延長するなどの見直し を 検討し
てほし い。

信号機の設置、 管理は交通管理者である警察の管轄と なり ますので、 所轄の東入間警察署へ相
談さ せていただき ます。

84 道路 上富第1区

多福寺交差点の渋滞が目立っ ており 、 そこ から 幹線14号線と のT字路（ 上富69号線と の交
差点） も 混雑が激し く 、 こ れまでに何件か事故が発生し ている。 住民の安全に関わる重
大な問題だが、 現在、 道路管理者（ 県や警察など） と の間で具体的な改善に向けた協議
は行われているのか。 進捗状況を教えてほし い。

三芳スマート I Cフ ル化の後に、 警察と も 協議を進めており ます。 引き 続き 警察と し っ かり 協議
を行い、 渋滞緩和と 安全対策を 進めてまいり ます。

85 道路 上富第1区

三芳スマート I C付近の安全対策（ 歩道整備） について要望。 下り 線側出入口の幹線14号
線北側や、 上り 出入口（ 合流点） 付近の幹線3号線西側に歩道がなく 、 非常に危険な状態
である。 また、 多福寺交差点周辺も 歩道が途切れ途切れになっ ており 、 歩行者の安全が
確保さ れていない。 事故が起き る前に、 一連の区間の歩道整備や安全対策を進めていた
だき たい。

幹線14号線においては、 関越自動車道を跨ぐ 歩道橋を北側に設置するこ と が困難だっ たこ と や
多福寺交差点付近の民家への影響などから 南側に連続し た歩道を整備いたし まし た。 こ の際、
安全性を確保するために歩道幅を３ ｍと し ており ます。 また、 多福寺前交差点西側へは交差点
の横断歩道を通し て連続性がございますので安全性は確保さ れているも のと 考えており ます。
幹線３ 号線につき まし ては、 東側には歩道が設置さ れており ますが、 西側の歩道設置に関し て
は、 多数の事業者が所在し ている区域と なっ ており 、 用地確保や費用面で課題があり 連続し た
歩道の整備が難し い状況です。 今後も 引き 続き 交通状況を 注視し ながら 歩行者の安全対策に努
めてまいり ます。

86 環境 上富第1区

外国人がやっ ている板金会社において、 ゴミ ステーショ ンに何でも 構わずごみを 出し て
いる。 カ ラ スによる被害も 出ている。 役場から 会社へ指導でき ないか。
また、 法人ごみも 出し ているが、 外国人でルールを知ら ない可能性も ある。 さ ら に、 作
業を 21時以降でも やっ ていて、 音も う るさ い。

当該企業に対し ては、 訪問の上ごみの出し 方のルールを説明し 、 それを守るよう 指導いたし ま
す。 また、 作業による騒音についても 周辺への配慮を行う よう 説明を行いまし た。
また、 継続的な指導も 行っ てまいり ます。
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87 道路 上富第2区

ケヤキ並木の環境改善と 安全対策を、 優先順位をつけて進めていただき たい。
現在、 木がう っ そう と し ていて道路が暗く 、 自転車が歩行者に気づく のが遅れるため危
険な状態である。 さ ら に、 落ちた枝や雑草で道が汚れ、 虫が湧く など地域のイ メ ージ悪
化にも つながっ ている。
担当者の方には、 ぜひ一度こ の道を実際に歩いて現状を 確認し 、 早急な剪定や清掃の対
応を お願いし たい。

こ れまでにも 地域から の要望を 受け、 道路管理者である埼玉県川越県土整備事務所へ対応を 依
頼し てき ており ますが、 当該路線は毎年の定期除草を実施する路線と はなっ ておら ず、 必要に
応じ 部分的に対応いただいている状況です。 世界農業遺産認定地域、 ガーデンツーリ ズム（ み
よし 野ガーデン里山探訪） のメ イ ンエリ アであるこ と も し っ かり と 伝え、 計画的な維持管理を
実施いただけるよう 道路管理者へ再度要望いたし ます。

88 道路 上富第2区

ケヤキ並木の枝の落下対策について、 至急の改善をお願いする。
最も 危険なのが、 走行中の車や歩行者に枝が落下し てく るこ と で、 万が一当たれば、 車
のフ ロント ガラ スの破損や屋根のへこ みだけでなく 、 命に関わる大事故になり かねな
い。 事故が起き る前に、 適切な剪定や安全管理を徹底し てほし い。

危険木の情報等を皆様から 頂いた場合、 また、 町職員によるパト ロールで発見し た場合は、 速
やかに川越県土整備事務所へ情報提供し 対応を依頼し ており ます。 また、 町指定保存樹木も ケ
ヤキ並木通り には多いため、 特に緊急性の高いも のについては、 県土整備事務所と 連携相談の
上、 町が緊急対応を行う など、 安全確保に努めていると こ ろ です。

89 小学校跡地利用 上富第2区
枝が落下するなどでケヤキ並木を歩く のは危ない。 そのため、 上富小学校のグラ ウンド
を高齢者のために朝の時間帯を開放し て自由にウォ ーキングなどができ ると いい。

上富小学校の跡地活用の中で検討し てまいり ます。

90 道の駅 藤久保第6区 藤久保地域から 道の駅に行く には遠い。
道の駅整備は一度保留と なり まし たが、 今後再検討する場合は道の駅までの移動方法等につい
ても 検討を行いたいと 考えており ます。

91 道路 藤久保第6区

国道254号の和菓子屋のある交差点において、 川越方面から 二輪車が左折でき るよう な信
号が新設さ れたが、 こ の交通誘導を行っ た意図や理由を 教えてほし い。 左折し た先の道
路は、 住民が利用する狭い生活道路で、 そこ へ二輪車を 誘導すると 危険であり 、 特に夜
間は見通し が悪く 、 事故の危険性が高まっ ている。 生活環境の安全を守るため、 どのよ
う な経緯でこ の運用に至っ たのか説明し てほし い。

信号機の設置、 管理は交通管理者である警察の管轄と なり ますが、 警察から は当該箇所の一方
通行規制は従前より 『 二輪は除く 』 と の条件が付さ れており 、 こ れまでの国道信号明示が間
違っ ていたと の説明を受けており ます。 そのため、 今般の改修は間違いを是正するために実施
し たも のと なり ます。 また、 二輪車の制限については警察の規制判断であり 、 埼玉県公安委員
会で決定し た内容と なり ます。
ご要望を受け、 再度警察と の協議をし てまいり ます。

92 健康・ 福祉 藤久保第6区
電位治療器が4台あるが、 ルミ ナみよし に2台、 中央公民館1台、 竹間沢公民館1台と いう
こ と で良いか。

台数については、 ご質問いただいた台数の予定ですが、 リ ース機器と なっ ているため、 安全性
を確保し ながら 設置する方向で考えており ます。
また、 台数は多く ないため、 電位治療器と は別に足湯のよう な機器も 導入し よう と 考えており
ます。

93 自治・ 防犯・ 防災 北永井第2区

北永井第2区の行政連絡区の加入世帯数が年々減少傾向（ 加入率20％以下） である。
理由は、 運営側の問題も あると 思う が、 自治会自体の存在意義が薄れていると 感じ る。
三芳町は魅力的であり 町民の意見も 聞いても ら い、 町と 住民の繋がり が強いと 思う が、
加入数が減少する中で、 行政連絡区はどう いう 立場でいればいいのか。 町と し て自治会
に求める明確な役割や運営支援をいただき たい。

全国的にも 自治会の加入率の低下は課題と なっ ており 、 高齢化による役員敬遠による離脱など
があり ます。 地域で生き て行く う えで、 地域の人と のコ ミ ュ ニケーショ ンと 助け合えるこ と が
大切と 考えており 、 それが人や町全体の幸せにつながると 思われます。 また、 三芳町地域コ
ミ ュ ニティ 地域活性化事業支援補助金なども ございますので、 そちら も ご活用く ださ い。
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94 自治・ 防犯・ 防災 北永井第2区
自治会内の住民と コ ミ ュ ニケーショ ンをと れるよう なプラ ッ ト フ ォ ームがあれば教えて
ほし い。 行政連絡区から 自治会代表者と の電話での連絡と いう のが、 現在のコ ンタ ク ト
方法。

Wi -Fi を各集会所に設置する予定で、 回覧機能も 付け加える予定です。 令和8年度に施行実施
し 、 スムーズな情報提供ができ るよう 進めたいと 考えており ます。

95 自治・ 防犯・ 防災 北永井第2区

三芳町に限っ たこ と ではないが、 自治会がう まく 機能し ていない。 若い人はメ リ ッ ト を
先に考えて入ら ないこ と があり 、 どのよう に状況を再生し ていく のか。 また、 転入者に
対し て住民課などで自治会への勧誘（ メ リ ッ ト を伝えるなど） と いっ たこ と はでき ない
か。 地域の人が交流し 仲良く なるための自治会、 そう いっ た取組をし ていく べき ではな
いかと 思う 。 そう いう 関係ができ れば、 地域内も う まく いく のではないか。

行政連絡区と 町が一体と なっ て進めていき たいと 考えており ます。 住民課で情報提供はし てい
るが、 更に情報発信の強化に努めてまいり ます。

96 環境 北永井第2区

外国人が空き 家に引っ 越し てき ている。 そこ は自治会が何年か前になく なっ ているた
め、 班長と かがいないため、 ごみ出し のルールを教えてく れる人がいなく て、 ごみの出
し 方ができ ていない。 自治会があれば、 班長が教えてあげるこ と ができ ると 思う が、 ご
みの出し 方は英語だけでは分から ないかも し れない。
また、 朝6時台にも 車のエンジンを かけっ ぱなし で騒音にも なっ ているため、 役場で対応
でき るのか。

ごみの出し 方など分から ない方には三芳町役場でも お伝えするこ と が可能です。
お気軽に役場窓口までご相談く ださ い。

97 自治・ 防犯・ 防災 北永井第2区

北永井第2区集会所の遊具が新し く なり 、 盛り 上がっ ている。 ただし 、 花壇の花を踏まれ
たり フ ェ ンスによじ 登っ たり 、 大人も キャ ッ チボールし てルールが乱れている。 そう い
う 人へ町は注意し てく れるのか。
また、 案内看板の文言が優し すぎるため、 も っ と 強く し た方がいいと 思う 。

ボール遊びについては、 野球・ サッ カ ー・ ゴルフ など硬いボールの使用を禁止さ せていただい
ており 、 柔ら かいビニール製のカ ラ ーボール等での遊びは、 他の利用者や近隣にお住まいの
方々にご迷惑を かけない範囲であれば、 ご利用いただけます。
パト ロールを強化し 、 マナー違反がその場で確認し た際は、 今後も 関係者へ注意喚起をし てま
いり ます。 また、 案内看板の文言についても 検討いたし ます。

98 環境 北永井第2区 カ ラ スの駆除や巣を 作ら せないなど、 カ ラ スへの対応についてはどう 考えているのか。
カ ラ スは野生鳥獣であり 、 狩猟または鳥獣保護管理法による捕獲許可がある場合を除き 、 捕獲
するこ と は禁止さ れています。 カ ラ スが集まる原因（ 多く は生ごみ等） を取り 除く こ と が繁殖
抑制にも つながるため、 町では集積所での対策と し てカ ラ ス除けネッ ト を配布し ており ます。

99 環境 北永井第2区
事前にカ ラ ス避けネッ ト や飲み物のネッ ト を区に配るこ と は、 町で在庫管理ができ ない
ためでき ないと 言われた。
自治会の存在意義なども 含めて、 ある程度は区に管理を 委ねても 良いと 思う 。

行政連絡区にごみネッ ト を一括で事前配布し た場合、 在庫管理・ 配布作業の負担が行政連絡区
にかかるこ と と なり 、 また役員変更等により 在庫把握が難し く なるこ と も 想定さ れます。
町と し ては、 限ら れた資源を効率的に配布し て適切な在庫管理を行っ ていき たいと 思いますの
で、 大変お手数ですが今後も 環境課窓口での配布を考えており ます。

100 環境 北永井第2区
ごみの回収方法と し て、 1軒1軒回収し てく れる自治体も 存在するが、 町と し てそう いう
方向性は考えているか。
一度調べても ら っ て、 予算や規模など実現可能性を確認し てほし い。

委託業者で回収をし ているため、 かなり の労力になるこ と から 、 現実的には難し いと 思われま
す。 貴重なご意見と し て承り ます。
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101 道路 北永井第1区

中央通り の歩道の狭さ と 、 安全対策について伺いたい。 北永井第2区集会所前の通り （ 幹
線17号線） は歩道が狭く 、 歩行者の安全な通行が難し い状態にある。 また、 その歩道上
にポールが設置さ れているが、 歩行空間をさ ら に狭めているよう にも 見え、 どのよう な
目的や経緯で設置さ れたのか疑問に感じ る。 ポールの設置理由と 、 今後の歩道の拡幅や
安全確保に関し て町はどう 考えるか。

歩道整備は片側に歩道を 設けるこ と になると 思われますが、 計画的に進めてまいり ます。
ポールについては、 以前より 安全対策を し っ かり し てほし いと いう 要望も あり 、 安全対策のた
めに設置し ており ます。
子ども たちを守るためのも のと し てご理解いただけますと 幸いです。
また、 柔ら かいポールへと いう 意見も あっ たので、 柔軟に検討し てまいり ます。

102 道路 北永井第1区

所沢市と の境界にある道路の道路環境の改善について要望がある。
当該路線は「 幅員が狭いため整備が難し い」 と の説明を 以前受けていたが、 所沢市側は
き れいに舗装さ れているのに対し 、 三芳町側は砂利が多く 残っ ており 、 通行に支障をき
たし ている。 境界道路と し ての安全性を確保するためにも 、 三芳町側の区間について簡
易舗装などの対応を 検討し ていただけないか。

道路幅員や沿線状況を確認の上で、 通行環境を向上さ せる対策を検討し てまいり ます。

103 道路 北永井第1区

幹線15号線における国道254号と の交差点付近について、 駅へ向かう 通行者から 「 自転車
の走行空間が狭く 危険だ」 と いう 声が寄せら れている。 当該路線は駅へのアク セスルー
ト と し て利用者が多い反面、 自転車が安全に通行でき る道幅が十分に確保さ れておら
ず、 歩行者や自動車と の接触リ スク が懸念さ れる。 限ら れた道幅の中で、 住民が安全に
通勤・ 通学でき るよう 、 今後の整備計画について、 町の見解を伺いたい。

当該路線の朝夕における交通量の多さ は把握し ており 、 現状幅員における安全対策と し て片側
にグリ ーンベルト 標示はあるも のの、 自転車、 歩行者の安全確保には課題があると 考えており
ます。 現時点では優先的な拡幅整備路線と し て選定し ており ませんが、 今後は道路拡幅も 視野
に入れた対策の検討が必要であると 考えており ます。

104 道路 北永井第1区

町内の道路において、 下水管や上水管のマンホール周辺の道路舗装の修繕をお願いし た
い。
マンホールの周辺で舗装が沈み込んで段差が生じ たり 、 ひび割れが広がっ たり し ている
箇所が見受けら れる。 歩行者のつまずき や、 自転車・ 自動車の走行時の安全に支障が出
ているため、 現地の状況を確認し 、 早期の再舗装・ 補修対応をお願いする。

ご要望のマンホール廻り の修繕ですが1部を除き 、 修繕完了済みです。
残り の１ 部箇所についても 、 修繕する予定です。

105 環境 北永井第1区
緑が多いまちづく り と し ているが、 相続や開発で山林がなく なっ てき ている。 植樹する
より も 減る面積のほう が多いと 思う が、 どう 考えているか。

保全と 開発をバラ ンスよく 進めていかなければなら ないと 考えており ます。 農業遺産も 平地林
があっ ての農法ですので、 農家の方々には町と 共に守っ ていただき たい所存です。
また、 役場周辺でも 土地を購入し て植樹を行う 予定で、 平地林が減っ ていく 中でも 、 保全活動
を続けていき たいと 考えており ます。 世界規模でも 自然を 守っ ていく 流れはあり ますが、 小さ
な町でも でき るこ と はあると 考えます。

106 まちづく り 全般 北永井第1区 予算が余ると 削ら れると いう こ と を聞く が、 実際にはどう なのだろ う か。
予算は余るから と すべて使う 必要はあり ません。
次年度も 必要であれば予算措置をいたし ます。

107 道路 藤久保第1区
令和7年度のまちづく り 懇話会において、 「 県道三芳・ 富士見線の富士見市境にある交差
点の青信号の時間が短く 、 警察に相談し ても 対応し ても ら えなかっ た」 ため、 町に対応
を要望し た。 その後の進捗や現在の状況がどう なっ ているか教えてほし い。

当該交差点は3現示（ 3サイ ク ル） の信号周期であり 、 各サイ ク ルに割り 当てら れる点灯時間が
通常より 短く なっ ているこ と が要因と 思われます。 町外の交差点ではあり ますが、 鶴瀬駅へ向
かう 三芳町住民も 多く 利用さ れていると 思います。 令和7年度に東入間警察署へ要望内容を伝
えさ せていただき まし たが、 回答と し ては「 対応は難し い」 と いう 回答でし た。 改めて警察に
要望いたし ます。
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108 道路 藤久保第1区
唐沢小学校前の通り は風が非常に強く 、 風が酷い日には砂埃が舞っ て、 まと も に通るこ
と ができ ないほど。 安全に通学・ 通行でき るよう 、 防風ネッ ト を 設置でき ないか。

道路整備をする上で、 隣接地から の土砂埃を防ぐ 施設を設けるこ と はでき ません。
道路管理者と し て、 原因が畑である場合は観光産業課から 地権者へ対策指導を、 学校校庭が原
因である場合は教育委員会へ対策検討を お願いする等の連携をと っ てまいり たいと 思います。

109 道路 藤久保第1区
藤久保348番地付近の道路の一方通行化について、 当該道路は坂道になっ ているが、 車が
停車し ていると 対向車と のすれ違いができ ず、 非常に危険な状態だ。 安全のために、 こ
の付近の道路を一方通行に規制するこ と はでき ないか。

交通規制については交通管理者（ 警察） の判断と なるため東入間警察署へ相談し てみますが、
一般的に一方通行規制は沿線住民の利便性に直結するこ と から 、 全員の同意が必要であるた
め、 自治会長と 協議をし てまいり ます。

110 道路 藤久保第1区
ポンプ場の近く に住んでいるが、 近年の集中豪雨の際には道路が川のよう になっ てし ま
い、 床下浸水が起き ないかと 非常に心配し ている。 町と し て何か具体的な浸水不全対策
は打てるか。

当該地周辺については従前より 雨水が集まり やすい地形であるこ と が一番の原因であると 思わ
れますが、 排水するための集水桝や側溝は概ね整備さ れており ます。 道路冠水の多く は雨水管
処理能力を超過し た降雨と なっ た際や土砂堆積等による排水構造物の機能低下で発生いたし ま
す。 道路管理者と し ては、 今後も 排水構造物の適切な維持管理により 、 雨水管への円滑な排水
に努めてまいり たいと 思います。
また、 下水道管の点検を 行い、 必要に応じ て雨水管の清掃を実施する等、 排水管の流下機能の
確保を 目的に施設の維持管理に努めます。

111 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第1区
地域コ ミ ュ ニティ の維持が難し く なる中、 町と し て現在の「 自治会離れ」 の現状をどの
よう に捉え、 今後どのよう な対策や方針を考えているのか、 見解を伺いたい。

他の区から も 出ている質問で、 役員の負担があると いう こ と も 認識し ており ます。
町では地域コ ミ ュ ニティ 活性化補助金を 設けており ますので、 ご活用いただき たけますと 幸い
です。
また、 Wi -Fi を 集会所に設置し て、 回覧の通知など簡素化するこ と も でき ますので、 地域コ
ミ ュ ニケーショ ンにつなげていただいています（ 例： 藤久保1区は映画鑑賞に活用） 。 継続的
に区長会にて検討し てまいり ます。

112 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第1区
最近、 闇バイ ト を発端と する凶悪な犯罪が増加し ており 、 住民の不安が高まっ ている。
少し でも 地域の安全を高めるために、 町から 防犯グッ ズを支給し たり 、 購入の補助を
行っ たり する制度を 作っ てほし いです。

三芳町住宅防犯対策補助金をご活用く ださ い。

113 自治・ 防犯・ 防災 藤久保第1区
災害が発生し た際、 一番に問題と なるのが仮設ト イ レではないか。 いざと いう 時のため
に、 仮設ト イ レ（ マンホールト イ レ等） や、 排泄物の匂いを遮断する匂わない袋などの
備蓄をさ ら に増やし てほし い。

災害時の仮設ト イ レ等の設置については、 既存ト イ レが使用でき なく なっ た場合に各避難所に
おいて民間事業者と の災害協定に基づき 設置いたし ます。 また、 携帯用ト イ レの備蓄数につい
ては、 各避難所の想定人数に応じ て備蓄し ており ますが、 いただいた意見等も 含め今後検討し
てまいり ます。

114 拠点施設 藤久保第1区
「 ルミ ナみよし 」 には収納倉庫がないため、 地域の団体などが活動で使用する道具や機
材を 置いておく こ と ができ ず、 不便を 感じ る。 新し く 道具が置ける倉庫を設置し てほし
い。

施設の敷地や安全管理上の都合から 、 新たな倉庫の設置は困難な状況です。 ご要望に沿えず大
変申し 訳ございませんが、 皆様の活動を 支援するための代替策と し て、 館内にあるロッ カ ーを
ご希望の団体へ貸し 出す運用を 開始いたし ます。 ロッ カ ーの数やスペースには限り がございま
すが、 現在の環境の中で皆様に安全・ 円滑に施設をご利用いただけるよう 努めてまいり ますの
で、 何卒ご理解と ご協力をお願い申し 上げます。
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115 拠点施設 藤久保第1区
中央図書館にある「 草花モザイ ク タ イ ル」 や「 ステンド グラ ス」 は素晴ら し い作品であ
り 、 こ れら が取り 壊さ れてし まう のは非常に残念に思う 。 何ら かの形で残すこ と はでき
ないか。

新施設移転後に解体と なるため、 何ら かの対応ができ ないか検討し てまいり ます。

116 教育・ 文化 藤久保第1区

藤久保地区の高齢大学について、 住民が従順であるのを いいこ と に、 事務局主導の運営
が行われている印象を受ける。 住民が出し たアイ デアが却下さ れたり 、 本来は任意であ
るはずの保険への加入を強いら れたり し ている現状があるため、 運営方法を見直し てい
ただき たい。

高齢大学に関し ては、 各教室ごと に「 学生自治会」 を組織し ており 、 カ リ キュ ラ ムや運営その
他に関し て意見を徴取し て、 内容に反映し ています。 今後も 学生自治会の意見・ 要望に応えて
いく と と も に、 個々の学生のニーズについても 可能な範囲で対応し ていき たいと 考えます。
また、 傷害保険については、 学生相互の安心を願う 思いから 、 学生自治会予算で加入し ている
も のです。 いただいたご意見については、 学生自治会にも 共有し て内容を検討し ていき たいと
考えます。

117 都市計画 藤久保第1区
雑草が多く 荒れてし まいがちな集会所の公園について、 も し 地域住民から 「 お花を植え
てき れいにし たい」 と いう 要望があれば、 その熱意を活用し てみてはどう か。 実際に藤
久保2区では、 住民の手でお花や樹木を植える活動を 行っ ている。

景観の美化のため「 お花を植えてき れいにし たい」 と いう ご要望がございまし たら 、 申請のう
え許可を受けてから 活動し ていただけます。 その後の維持管理につき まし ても 、 ご協力をお願
いいたし ます。 また、 「 子ども 広場」 の維持管理については、 各行政区に清掃や雑草の除草な
どの作業をお願いし ていますが、 内容により 作業が困難な場合は、 都市計画課公園担当までご
相談く ださ い。

118 都市計画 藤久保第1区
町の中にキャ ンプ場を作ると いう お話が出ていまし たが、 その土地を災害が発生し た際
に避難場所や活動拠点と し て活用でき るよう に整備し てみてはどう か。

令和5・ 6年度の秋に試験的に多目的広場でBBQ宿泊キャ ンプ( テント 等持参) を実施致し まし
た。 今後の実施についても 検討し てまいり ます。 また、 町内には64か所の公園・ 子ども 広場が
ございます。 災害用ト イ レやカ マド ベンチを備えた公園も あり ますので、 有事の際には避難場
所や活動拠点と し て利用いただく こ と になり ます。
また、 ご質問に関し て、 学校の跡地利用と いう 観点から は、 望まし い施設や機能の実現に向け
て、 初期投資を 抑え需要に応じ て段階的に規模を 拡大する「 スモールスタ ート 」 の手法を重視
し 、 施設の耐用年数を見据えた適切な整備を進めるよう 、 住民の皆様から ご意見を伺い、 検討
委員会を立ち上げて検討し ていき ます。

119 環境 藤久保第1区

緑を 増やす取組がある一方で、 高齢者宅の庭木が大き く なり すぎて困っ ていると いう 現
状がある。 近隣で対応でき る範囲であれば対応するが、 地元のボラ ンティ アも 高齢化が
進んでおり 、 手が出せない状況。 また、 経済的な理由から 専門業者へ依頼するこ と も 難
し いため、 町と し て何ら かの支援や対応をお願いでき ないか。

敷地内から はみだし て道路などに飛び出ている部分については町で対応し ますが、 敷地内は町
では対応でき ません。 ただし 、 こ のよう な問題は重要なこ と だと 考えており ます。
他にも 、 高齢者が飼っ ている猫が飼えなく なっ てき ていると いう 問題も 伺っ ており ます。
周り に影響を与えるよう な状況である場合には、 担当課でも 考える必要があり 、 地域の助け合
いやボラ ンティ アと いっ た手段も 必要と 考えら れます。

120 まちづく り 全般 藤久保第1区
高齢者によるセク シャ ルハラ スメ ント の行為が見受けら れ、 困っ ている人がいる。 誰も
が不快な思いをせず安心し て過ごせるよう 、 町と し て対策や啓発活動を 行っ てほし い。

人権問題は大切な問題であるため、 防止に向けて担当課で発信し てまいり ます。

121 健康・ 福祉 藤久保第1区
いつの間にか一人暮ら し になっ ている高齢者の方が増えている。 個人情報保護の問題が
あるこ と は承知し ているが、 町と し てどのお宅が一人暮ら し になっ ているのかを 把握
し 、 見守り のために地域へ情報提供し ても ら う こ と は可能か。

三芳町災害時要援護者名簿があり ますが、 自分自身で手を 挙げて頂く 必要があり ます。
災害時には、 こ の要援護者名簿を活用し 、 要援護者の避難等に活用さ せていただき ますが、 通
常時には利用するこ と が出来ないも のと なり ます。
また、 個人情報保護法の観点があり 、 町と し ても 、 一人暮ら し 高齢者の把握は難し いのが実情
です。



３ ． 来場者アンケート 結果 
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まちづく り 懇話会に参加し た動機（ 複数選択可）  
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三芳町のまちづくりへの取り組みについて

各行政区から挙げられた質問事項

自由意見交換



次回希望テーマ 

① 高齢者福祉・ 介護・ 老後 

  高齢者への町の取り 組み 

 フ レイ ル事業について 

  こ ども と 高齢者と の交流について 

② 子育て・ 教育 

  教育・ 子ども への取り 組み 

  小中学生への SNS教育について 

  若者世代が住みやすい町づく り について 

③ まちづく り ・ 開発・ 観光 

  道の駅の今後 

  上富小学校の廃校後の利活用について 

  町の観光施策について 

④ 防災・ 安全対策 

  空き 家問題 

 いも 街道の高木の枝の剪定 

  自転車道の整備・ ルール周知について 

⑤ 行政・ 財政・ 政策運営 

  政策の優先順位について 

⑥ 環境・ イ ンフ ラ ・ ごみ問題 

  公共交通手段の改善 

 ゴミ 出し ルールの周知、 ポイ 捨て対策について 

 MI YOバスの今後 

  ルミ ナみよし の利活用について 

⑦ 地域コ ミ ュ ニティ ・ 自治 

  自治会の加入率について 

  自治会のあり 方 

⑧ 将来展望・ ビジョ ン 

  上富の人口増の施策について 

 町の魅力向上について 

 町全体に影響のあるテーマ、 町の全体の方向性 

 

 

 

 



意見・ 要望等 

① 高齢者福祉・ 介護・ 交流 

  三芳町の老人の地域への活用プラ ン を 作っ てほし い。  

  年を 取っ てき たので足（ 交通） の問題で歩いて行ける 場所の充実を 希望し ます。  

  ルミ ナみよ し を 高齢者の居場所と し ても 活用でき るよ う にし てほし い。  

  高齢者が安全に遊べる 場所がある と 良い。 子ども も お年寄り も 楽し めると なお良い。  

  こ ども にやさ し い事業だけでなく 、 高齢者にやさ し い事業も 行っ てほし い。  

② 福祉・ まちの暮ら し 全般 

  一部の町民対象の事業計画だけではなく 全町民に還元でき る 計画を 考えてほし い。  

  20～40 歳代の人が住みやすい、 育児がし やすいまち づく り を 検討し てほし い。  

  
三芳に住んで 50 年になり ますが、 イ ベン ト や町の取組に参加するこ と はほと んどあり ま

せんでし た。 住民の多く が同様ではないでし ょ う か。 周知と 参加率の改善を 求む。  

③ 移動・ 交通・ 道路整備 

  MI YOバスの改善を お願いし ます。  

  三芳スマート I Cの出入口に信号を 設置し てほし い。  

  一部の地域が陸の孤島のよ う になっ ている 。 対等に町民の足を 充足さ せてほし い。  

  幹線道路の渋滞改善、 右折レ ーン ・ 右折信号の設置を お願いし ます。  

  道路街路樹の剪定を し てほし い。  

  狭い歩道の拡大・ 自転車道の整備を し てほし い。  

④ I CT・ 情報発信 

  まち づく り 懇話会の存在を SNS で見るまで知ら なかっ た。 広める方法を 考えてほし い。  

  SNS など、 イ ンタ ーネッ ト 等を 利用し て町民の意見を 吸い上げるのはどう か。  

  今以上に町が何を やっ ているか、 今後何を 行おう と し ているのかを 知ら せてほし い。  

 
駅のない三芳町だから SNS 映えし そう な名所を 作り 、 外部の誘致が必要かなと 思う 。

（ 例えば季節の花が咲く 場所など）  

⑤ 行政運営・ 町政・ 住民参加 

  
町全体と し て素晴ら し い施策がある のに近所から 三芳町へ移転する人を も っ と 増やす方

法を 考えてほし い。  

  今後の為、 人口構成表を 報告し ていただき たい。 可能であれば毎回で。  

  町への要望の目安箱的なも のがあっ たら 助かる 。  

  国際交流は三芳の実力と し ては手を 拡げすぎている。 対応する 職員が不足。  

  国際交流に向けて町は考えている こ と が多い。 町内に目を 向けて取り 組んでほし い。  

  三市一町の統合について方向を 出し てほし い。  

 町の実施報告は簡単に短時間でいいのでは？よ り 良い町づく り 懇話会が主題のはず。  

  前半、 町長のなし と げたお話。 も っ と 意見交換の時間を メ イ ン にし てほし かっ た。  



⑥ 教育・ 子育て 

  小学校の教育で SNS のあり 方を 考えてほし い。  

  子育て世代が集まっ て意見交換でき る場があると いい。  

  幼児の預かり 施設を 増やし 、 育児がし やすい町になる こ と を 望む。  

⑦ 防災・ 安全・ 治安 

  空き 家が多く  何と かなら ないでし ょ う か。  

 
各家庭が権利のみを 主張し 、 地域での不文律が崩壊し ている 気がし ます。 全体主義は避

けたいが、 町から の干渉によっ て地域の規律も 守ら れればと 思います。  

 防犯カ メ ラ 。 町・ 企業・ 家庭、 三者で設置促進。  

 空き 家が増えています。 町と し て対応が必要と 思います。  

 自治会への参加がし やすい対策を 考えてほし いです。  

 ゴミ 、 個人宅に各々出す方がよいのではないか。  

 自治会の減少を 喰い止める 事は出来ないか。  

  病院の横の道路の倒木が心配。 対策し てほし い。  

⑧ 地域経済・ 農業・ 企業誘致 

  企業誘致について。 三芳町の人口が増え、 市になるこ と を 願う 。  

  耕作放棄が増えていて困る 。 自分の農地の管理も 大変なのに他の土地も でき ない。  

  

ルミ ナみよ し が９ 月から 使用でき ますが、 ２ か月後に開催さ れますが、 まだまだ未解答

の項目があり 、 住民と し て心配。 ルミ ナみよし が始まっ た後に、 改善点など の話し 合い

を し てほし い。 住民の素晴ら し い建物なので使いやすく なる こ と を 望む。  

⑨ 環境・ 自然・ 景観 

  緑地保全に関する 条例を 厳し く 保全を 保っ てほし い 

  
三芳町中央通り 西に昔のリ ヤカ ーが通れる 道がある が、 死地のよ う に見える 。 活性化で

き る か。  

⑩ 開発・ 都市計画 

  上富小への対応、 事業が始まっ た後、 柔軟な対応ができ るよう に。  

  
上富小学校を 道の駅に活用するのは良いと 思いまし た。 おいも 街道も あるので、 でき た

ら 利用し たい。  

 道の駅のよ う な魅力ある 施設を 前向き に検討頂き たい。  

  上富小学校跡地に子ども が水遊び（ プール） ができ る 場所ができ ると う れし い。  

 

 

 

 

 


